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ì
l
`
¢

符̀

診

t

'

滋

羨

，

”v>;

、こ

；
｀
｀
よ
｀

··唸へ
嚢
望
唸葛
·9
4
,
.
"
[
}

、,,9
·ら
『·‘
:
”
.

.

.
‘
•
•
峠

J
|
_
|
|
_
|
|
|
ー

1

ー
|
|_
|
|
|
|
|
ー

]

J~
入
れ

、

其
瓦
斯

を
収
集
し

ーて
瓶
中
爬
石
灰
水
を
入
る
｀
，

ロ

ロ



9 ?': :.  I 

],  9 ・、`.)

4hi,J籠1I直直畔l,9り09lillI血IIl:n'り1]llllll`l眉ll"’印繭•輝に丹鰤卿鑓h-Iヽ 瀾I直IIl"心薗lllllli”"“1廿h如¢性“`“ ` 

属外濫賞をヤ ・`す一こ果譜蓼
冒ば飲、しこ増酒る市質瀦応・
l理1決す謂ミ類にに等't在
l:1しるふtは／其販よ此り
て応べむ少踏賣り理て貫：

i‘常 至かべ［すせもにぱ
藝Uこヽるらtくるる酒基其

i近もそこ之所酒をき内・
し づの又雖をは類製玉の＇
i : :Iくな属隻飲ーぱす蜀澱・
lべれ用多めの其る黍粉I
］かばふくば理製こ甘質
l lら薬れ用精由法こ藷がI
比＇考用しぇふ前の複を莫、糖［ こ習るを外雑得他に！

t癖 こ興 あな べな菱II

卜＇てこき奮られじほ{‘、 I、

飲 なは 、t tさ 種だ9klむり其食 羨 々ろ
l lのて害慾 要 の後I
9 、、 マ

r ・・ __ ・ __ --_-> ::・¥ --.. :・.. ・..-.-, 
疇麟紹虚疇黎繹疇疇条函ぶ泰麟傘盆李＇必彦忍、，＇ダ9．．吟砂，9ー•，，，ー～砂ヽ幻→・ヤダ99’へ’·9,9,

.. ·•. -.、 • • • • • . •、 ・ヽ' 

ロノ ' ‘ . ”., 9 

｀ ］］  

•. •. ,: . •• • ".  . ・, :・ "".... ••. _,...・・`．；‘ '・''. • 、.、 5:9..:. '•・・ ．． ． こ ： • ‘ 

,... • • 9• •. ^ 

．．，． ． ｀ •そ·•..、•......·..',・,.  

夢 ば幾生のるこ褻此 し

i:. : ;.::̀a-: : : 1よ
、］な酒るがて
昂るこを偽果り。徹も用 ［ 
ぺな知め汁此菌のは、 ＼ ＇ し

”きり、るに爬徽の応糖 ＼ 
計 な 米 ぺ 糖 接 菌、作あの ［ 
り汁．fる質すぱ用ら［な ＼f 

・

• • 9 • . ... ：，＇ ：、 各; .・・·-.: _~/ >>'° :<':· ·•:..,.,. _;、 • 2 

‘-、‘ヽ ． ． - ..• . · ·.. :..,. ・.<・. ・:,'. -·::·i '. ,, '.. . ' .·,,•j V:. ・:.・ 
．． ．． ー：：．． ． ． ． ← と ．． ＇口・ s , . ・>. ;..... :・:. : ・,_ ・・:'.. _. --:・.. /:'・.:.:.::-_ ・: :.:'.,.,. '•..: :(・.、 ‘

ヽ • C . "、. .‘’...... 
.・_. .. . ; : ___ヽ.:., ·、 ‘ •ヽ “ ·;- • :9 : . : .,• y,.. · ’ •• ・，竺．・・,. →", 2’‘,.., • •‘ ~ • V • •‘ ‘ . .. 



ロ

ロ

□
口

]

]

-

た

由

つ

て

桶

の

周

園

に

あ

る

小

孔

よ

り

、

外

の

空

氣

進

□

入
・
し
、
従
つ
て
酒
を
入
る
れ
ば
、
従
つ
て
酸
化
t
‘
此
に
始

．

｛

＜ヽ
｀
ク

・イ

が
え
：
／
．
い
.
.
]
、
.
‘
“
、

;

'3
、]ゾ、

3

，
ク
・
ク
：
了
，
ふ
．＇，、

i.

，

＂

，
・

、

．
；
，
啜
一
、
：
”
9
5
.
-
‘
”
、
4
,
'
也
人
、
S
i
・
ヽ
ャ
、
4
,
9
ク
浅
万
ゲ
‘
メ
・さ
屡
”
,
9
，
寄
．匁
．
“
姦
知
，
豆
、
[
:
ヽ
、
；
｀
ら
、
認
え
覧
釘
鶯
葛
葦
ご
笠
裕
互
哀
麿
尋
窮
な
ダ
ぷ
4『
5
呟．，
．．．
 

残
‘
令
｀
食
，
を
ク
g
;
"
ふ
啜
‘
，
劣
‘
乞
’
↓

め

て

酷

3
J
な
り
つ

A

下
底
爬
集
ま
る
な
り
。

〉

酷
は
、
金
属
こ

｀

結
合
：
し
て
、
有
謳
爬
化
す
る
も
の
な
れ

~

ば
、
之
を
貯
ふ
る
に
は
、
金
隠
の
器
を
以
て
す
べ
か
ら
中
。

•
第
一

1
一
節
食
物
の
配
合

・

人
盟
の
主
成
分
は
、
蛋
白

質

な

れ
ば
、
蛋
日
質
の
み
を

f
$
tl

3
t

i
3

・9
召

g

、

i

t

i
'’... tI
・

・・ウ5‘9.99.”-9,・•,.,,,.... . . ,, 
ぷ 9,.9 .ン．：没＇..,・: ・.'

.. 9 -くア9—.·,、•， ・ • 
.,... 

＇，；ヽ •.• ; • • 

,. •的啄‘が、•~^ “.:,•··. • 
． ． ＇・



9□; ー□へ C,  クデ臼函hウ三る～～一ー尋

図此のだり勁素杭行むパi

拉”1の榮びて物を訪汲の虹、：

］系1i如養死炭ぱ排ぱ髄にこ
l芦I＜物す酸有泄榮を、tt文
口物こるこ機す。養更て金
〖直なこ水物 分 に 鎌石

仰 よ召き分を ／を動＇物土

』I絡 ぱこ食 地物即水
：ね 元 を物 中植ちの: I中 の排~·· ··...・ ·.~物始如
：循 鎖泄t 空のなき｀
；［環 物ずて 氣二り。生
比t．に而慨 中種 活 II

ヒて 鑓tを こに機 ・

に生 りて養 よ別 能
；物 て勁び り？ をI: 

tli ~、9 ー：： ：．l flふ 菰骰を ［ さ‘
ず［しllで見四三』叫呵l』見I，!LlJIl],1叩JJI腸l ~"1JI リ）9.I!m．l鴫m口T1 J,[199！卓叩l リ輝叫

9 、..'. §慨累Li
-. 鳳疇i

冑n‘鱈:•! ・} 
紛；名‘シ；各 3

謬，； ，多•9|
鶯好．わ；ん—----- -—-＜し•一――＿二—-一尋l

を ‘l覆 こ のは臼化円麟］
］有のは、天 五足質すl;̀ `

す成物然第 穀らころ□員］
る分質物 三 ・野・、脂慇匂冑
lもこをを 3筐 菜［肪を薗麟

-. flのね取大 をてこ以l
1を［、、り別地取又反て1
1い一てし球る必富炉
毀ふ部之て上←べ午めさlI飯t士を全生き澱る釘

r 反之雙物物ーな 粉 肉 べl
＂又を化蕪の見を類 、かl
〖之排せ生榮 多をらl
，〗を滑［物 く食＂
有 L吟 の 養 合す故「

l ; 1:: :0: : :,I 
稲機己生 物爬ぱl

Iす囁 1Jゞ 物 性て蛋l
―]If一←―lJ:. ’--’`

9 9 ‘ , 、、 9、:,-
.'. . .・］．ゞ筏砂忍診之浮，；ら、こ． ・ ，， • ;,五 ，・・ 9 :“・こ.:... -.,.. : 



化・ ・！瓢I:[:l 
• •叫9'., t | 

-',, . • . , •. ·~咳・ 9 > 9 , 9 

・．．．．麟：、・、？9．i 

り ：： ロ一言□疇TIii

： 1 :口` ：：： ／ ：： ：［］ ］： ：。］：・1:<
多 て 霧 分 ら 物 養 がは

は び に 金 1こな ー 化等を 中、を 為ぱ
. '.. . . .、”そ；.. . . ... . ,.".' . 

氣 て繋線 l t ! 0:/:9 V 合の地 水溶 ・_. -~動
9、 、、 .

泡水く、しの漏 之 ： 物水中 自解 悶物比
ををこ雨斗応 ク な分よ らt...:.・ _,互 はIー
生分き他に二 りをり もて に植．t
す、解吠端は條 ¥:_ J 乏取吸 亦之 生物し
ベ ［ 電 を 水 の ＞ をる牧 植を ‘・活釦

.9,' ,• . . o 

g線氣電を白 ： 試 ［ 物植．＼ しる
マ． 、

今の（芯氣入金 ＇： 駐 葉 の物 得が1
------心．． ら ＞ .. ,• - 暑 ＞』 ，． ，如 心｛．幻 ＿、夕こ ． ーて， 一 ..,; " >'. ~ 

r :'・ _ -, :・: : ?:<i • -:' -_ i :・ , • . , • : : ~- -• . _ . : .,-: : ｀ 、 ー ＇ 、 9 , 、・・

． ，．・．暑， ・C - 、.,； ● ＾ ． 、 ． ，• e‘・ a . .. ` 

．． ． 崎 し・如' .. .' ` : ，，.,”,..,. 

； ・ ー・, >. > ̂ .. - , ' ` ',. 

一冒攣攣謬冨亨攣瓢疇 一麟疇 •_、 - 'ぃ滋三．ノー← ，ー， ＇

濾



9 ... ―‘’ 

f.,9.... ‘• ・・、 ・ ・・• r 

{ ” ぃー ． ］］ ！ ． ： 亭予： i 
1 ・ •. . . . . ・．．．． ． ． ． ． ； 、た． ．．．・ー、ふ・・ヽ•_，，二、9:... ．ー ぷ ：；： ．．、ヽー・， ．

.. . '• 9 ....  ` • • . 9.. . : :.9・．． ．： ．．．．．ー9

i ー＝—i ヽ ‘- ~ -―̀ ―V - - ---9磁負 チ燃 か逃のこ甲半甲：町
.』i:・ー：酸こ：9： : : : ¢t ： グ、 の ゆ 次 ら る 焔 き 管 に 管 町

l,;・I.ffn文；： ： ：．：し：＼：
日:1:° 9：こ： ：宮~ •.. l,(f iJf ;雰 i: ：ばで言寄；苫

履~ .··•· . ~!~i~~l-l令l; i.. ~ i ·~·.· i i ~\'l lべに の得由已ち氣 .a]：＞ 筒け固 を火斯チ今至 ：

]: : ̀  : : ; ; : ― tli¥i lヽ；；塁!!:Iii1 □9瓦無 物而素験 ・内性 i:t 線り方 管中り、、 I-

｀臭 なtのしの質 '9 を もを nる腐其を管圧

屯無 るて容て瓦の t 猾盛施 ： ］‘： -]1 : : •I—4 
晨 昧 こ 水 量 得 斯 相 、・； し にす I 
i.9|i、もの こははるは奥 ： て tこ がぱ薄にせはl
iータ庫墨瓦 を二酸所水な ： 燃 てき さ瓦き接＇ん 素、9 ・き斯 ・も容 素の素 る ，；： ゅマは、 ろ斯育・ナ露紀

l i l；ー一ニ二上
＼ ： ／み'<,

魯ダ •ヽ•» ＄ヽ99：ぷ応••ヽ｀．＾ダ・年必丞9—·.ぶ．,.,砂- ·•-ぶ .,,,.., .、..^.、.9・ーが・· • 9^  ̂’グ・ク・～•9', .. —· •-- →一セ9 , —•9.. • •- · —· • • そヽ 9"^`•が' .., .,,•一•99グ‘;. ••• -

. ..,•ぐ



f -•. .... •. • ; • 
i、.- . ，，，;>. ..:_. 

i V] ; .̀ 
i ． 箋．’． '・• ・ : ;. 
} . -• • . ・, - . . 署.: • • . . : . . ・-----~ ・ー：～ ： ． ．‘． . ' ..,. • -• • • ̀ ', -.. . J.  9 :,' .• • . • ̀, 、' • .,・ 9 :,. 9’. '9. • : • •• ' , ; 

詞 ロて-_――万9ーマrー・ご9 9 -: ＇：ー冨＇` ＿`＿／言コ： ］直～口晨中＇～既加が るの笥

国ーきるの炭に物乏を酸 虚・にをよ其上きる酸こなし

日のも黒最素復なを取を 9] 葉以り 1軋よもこ素きり。属

” 廂＄合もばびる排り分 望 よて吸植りの l.*e_斌故科：` ll.,の貰種せこ泄て解 ： り之牧物成を能水高に門
｀ さ 如重々キ。こす懺し ｀ 酸をすばれ稲は素＜之ン9.IIれ炭きすの は、るのて 9素土る重るt奇こ空をク
；ノさ 素ぱる痩 諸な成炭 ：`イ を中もにもて即の中護..-

釦査の皆金憫 子り0 分素 〗 排よの其の元ち棚に霞

｀｀： 口□ ・ロ

| l其み純剛に 已炭~il I泄りな葉を素維き飛球I
1 i背クを粋石於 ． に 酸 し酸 三 す。取り0 をばこ粋 ，しぇ揚の

-{・，-l朕 殿 の叉て 之は一 素 筐を 是る撤以化云の最す中

し！よて炭 彼 地 ． を酸のこ 9 9 ー： はもきて合び、羅早る記 “

［ ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：、 ［ ： ： ： ： ： ： ： ；均攣：［ 
., l及此 ての存 れ 素 鳳な I¥ i 

，． し 貫 ＾ 一• •9 :―べ しへ‘ ~::i\;'::・:. ・・:・・・・: ~:-.:~'.~ :・: 7こ 9.: ,; ` : :.‘しー： ’’9 < 9 

I、----—迄，二、．．.,;,,,.:..•·. :: - . ..- . _.・ ·L ~-: 麿． • / . .. .、：． ｀ ー：． •． .. .. ., . ., '.. :.:'.. ·::,~ .. ----シ
如._,.,,^-•一·----9・’‘ -̀- ---- -・-・，ー・―-．． 心釦忍-...;;_::・ .'r-: .:., : -< ---.-・: -·,. 、— ら ． ．、．． ＇ 、・ぷ応｀―·―←▲:..、ーゞ • .. 、."・ . 



]

i
]

国

□
山
口

瓦

菫

は

空

氣

よ
り
も
多
t
。
抑
，
此
瓦
断
は
，

，”ー：

1
1
-
[

JJ
[

:

-

―

―1

-

、

糖

類

の

醸

酵

、

ー

四

、

有

檄

物

の

腐

敗

‘

^

,

~

，
 
．．
 
ヽ
：
•
こ
，
＂．．
 

勾，
4：
‘,....4....、”

,

C
}
.
.
.
.
.
.
]
.
.

、...
5.:
'
9
.
.

、
か．．‘

，..
...

...',
9.〉

i

t

.

い

□
・

／
・
タ

•
59

ーそ
羞
”ク
？
．
る
苓
．
g
喜
諺
｛
悶
霜
ぶ
唸
裏
裏
羹
忍
喜
ヌ
虐
喜
喜
計
息
｀
り
喜
芯
羽

9
§

遠
ー
は
ー
~
望
9

召
t
尋
魯
，
呼

ヽ
，．
．

J
．̀、[

I

ぃ．’

‘

..
 

}
,
5
 

知苓

・
：
●

●
～

f
等

に

山

つ

て

生

中

る

も

の

な

れ

ば

、

以

て

空

氣

中

応

混

『9

『

．．
 ぜ

る

濫

の

多

き

を

知

る

べ

t

°

此

瓦

斯

は

、

人

間

及

ぴ

其

‘

r

[

i
i

[

 

[
 

他

の

勁

物

妃

は

有

害

な

る

も

の

な

れ

ば
、

若

し

植

物

少

須

＼

之
を
吸

牧
す
る
こ
さ
な
か
ら
ん

に
は

、

勁

物
は
何
に
由

｛
＇
〗

•
a
.
"

、で
．口

魯

．
．
 ＂心．‘・・:]..

.g

つ

て

か

其

害

毒

を
免
れ
ん
や
。

．
．

．

＇

諸

子

は
、
今
水
こ
炭

酸

こ

爬

由

つ

て

、

植

物

が

取

る

所

グ｝

ー

[
駕で3

の

三

元

素

の

事

を

學

び

だ

り

。
而

t

て

猶

空

氣

中

紀

は

’

c

t

g

・ヘ
・
峨

．．．
 
＂
忍

窒

索

な

る

元

素

あ

り

で
、
植

物

に

は

鋏

く

べ

か

ら

さ

る

g

[

ふi

."゚．`．、
°]．諏

•

も
の
な

る

に
、
何
ゞ
）
て
之
を
取
ら
さ
る
か

。

9

i
A、
一

..

.
 ‘,
`
 

＇』

．．

然

り
、植

物

は

、
此

元

素

を

直

接

妃

空

氣

中

よ

り

取

ら

竺

，9
9

]

{

~
|
i
ji
i

●^●
翻い凹
国
□直
面
胃

’
•
9
9

：
ビ
！

ー
ー
|
t
f
'
い」犀
」
に
古
朽b,.

1
1

9
.
,t
‘
:'
柏
＇卜
い、
f
、

口
＂
｀



I見：、其：］：：ょァ¥;
鐵偏物のばれンら
ヵ猶応用有るモれ

！）植効ふ様瓦二さ

ウ物ある憫斯アも

ムにる肥，、の糖ばなi二

マ、鋏所料腐に窒り。ア1
グ＜以中敗し素 のl..—
子べなによての 媒i

シかり。ぱり鼻一 介 I

ウら 殊 心・しを容 を
ム、さ 爬て刺こ 恨

一．、

カ る 多生す水 ，る干
芦

ル元 <..,,下の素 も「

シ素 之る臭の のI』 ‘

. lウ六 をもを三 な1
；ムあ 有の有容 る，ー

！ l 是 り 1;爬ぇこ か ‘i．マ．

• o • ... ・・ •i:,t.·: l鱚ー

.ー -二ニーー.. ・..、.. .、、 ,.,、 ......•: . • ̂.,... . 

・. •, .,.,_ . •.. -.. 、· .:·: ・:.・ 
｀ ． ．ヽ':..:、ヽ ．．ヽ．． ．‘.. ..・・..、

• ,• • • • • •'• • • • : ...:• • C • • • • ;, • •• : .'.  _..;,.,,:,.,_,:.. -、必 砂 ;c• • • 

l一` ．ぃ―

含• •ー·

I -: ; -. 
03. : 

委
i • ・、. • :.  9 

、 .....,9 文―•・': 9. • : :, 9. , 9, 
‘•9 ^ ^ •, .... ̀‘•お99 9 ： ^・ ．、 4ヽ• •9し• ^‘ ‘9.“‘‘‘-、•ク9.:、9 9. < ̀ . ・・，・ヽi ,‘t‘ A . . . .、 ^ _ • ,•9' ”．ヽ ・マ・・ぃへ． ． 

l醐物れキ酸も 蓄易臭．
ヽ

にIのも水素更燐せきも硫

]詈 種 も 中 こ に ぱ ら 性 な黄
、'

]:]子他応化烈其召を：ば
の の於合し燃 有多叢

眉元てしくゆ すく色
合｛応素す。てしる 瓜 は促

[]:1: : : : i: ;山~:·
I: I ~t合離可氣る はの其

， ヽ

] | tす故中こ｛ 必近質I
，［．9| て るににこ す傍甚

l~I 勁も之在は 動妃だ
←! 

記 物 の を り 硫 植産脆四i9 : .., .[ ' 

の は 貯 て 、 黄 物しく

i 骨甚ふは応 の て 瞑

~],~>;;;、塁 ご：：なもi~I むヽ：毒 し［爬れ 貶燃く］

；三 戸ぶ｀ー／三三ニ[ • 9.  •,', .，●い ン ＇ ‘ . ， ~ . . . ...•. ・― 、 . ;,  .'9,', ` :. 9 99 . ^ • • 9. , 9ヽ，9:z 、 -ン，ヽ

t ,、 , 9 . • 9 , . .  

広 ． ．．． ．： ， ． ．・•. . , 9 

9忽丸ク、92迄必珍今9んがC，_'夕、砂 ・，¢^・"ヽつ9,'ぺん ダベぷッ・＜̂ . ,~-·-· 

．，＂ 冨

•■ " ヽ

9
1
`
'
,
 ..
.
.
 '

,

 
.
.
.
.
 

｝

・

，
~
ー
i
ュ

一
ふ
：
し
て
、
ア
ム

-―――
-I 



1•---.. -・ 

ぃ―---.--—̀--------一99 -- ン 合合外に はの lliる ～ l嘉

騨 忌言苫 イ）：； 全五：コ言，． ： l圭号：三差：：シ嘉望 戸:.・

員，ー： ］‘p: : [ ; : ;ム ウ ： 油る在す銀に金物化にl火
日 し灰ば炭ウて黄用めは ］ のがせる日鋏屡こ合tド

凡ては 炭 酸ム烈色 ふ て銀、 ： 巾故奇も色く中化［計
} I必即酸ここt爬、古烈日 ； に累血ののべ之合て 、光i

l 1要ちはのなき輝こ［ 色 ’/‘ 於之ちは光 ，かにせ爾輝1
I Iな之 離 化召光けごきの ； てをに人輝ら及る色糾
LIるを れ 合 彼 を る 応 光金 ｀ 完貯空造あさふもこれ一

鱈; ; ; 石の ; ; • • ; ）し）： 巴li"  l t ~、E l • ~ I i i i • i i l、国
ぃ ［化［灰酸爬 つ ~IiI にのtかのなり。鍍空［

~l!j ，，，hレ~. ; ! f.. ~ ~I • l;Jl • ・ : ; ; l { ~:·!り~I'二炉真石 し を此、化強‘F ！こだ ］ ？ 素 こる金 少 用 り じこ］百

［｛む灰ウ瓶 酸合く て軽 ：I を力化の鼠 ，＇各た認違、直i＇ヽf：bi:Iし
「--:;—―― ゲ ー ― ---- ] 一 三一亡否・ フ □- →”` て-=—--灯
L > i •• • •••••• • •• ·• ••••• •.. •• • •.• •.•. • > ・.・・ ・ l i -. •.• ・., ;,;. _. _~,d :·• < ・ ・. ・ 
t -• ・＇ ・ ‘ ． ・食．，．． ．．．，＂．，・ ・．，；，ょ．．^ ，• て： ‘ ｀ ・. ,.‘ヽ ’・尋謳芦必；＿'ii:、:’・・9 、--. 9．ー―-一9-・

蜜攣葦：響芦攣鱈饗雫平疇翫認＃謬置鯰・ら燐：鉛忍心謬：四霜疇I.'忍函··~シ～｀盗硲魯．、;必”•·- : ,,; :.＾シ今



I 
「
I:ii~ ;ヽ：：：ー：：： ；、;・
-1のこ病以汎度差ば、配此

｀直こ氣上心を異食す理
＼温此のに逗通あ後る由＇
畝:!をく軽至虹例乳勢をぱ

乞保の璽るをここ、勁以血
釦:1没如をも停完吹睡て液I
Iす［卜邪止而成眠ながl-
lち゜す然しし入等り全｀

9 0. 

9込 1も るり。ててに日 盟

の を故死下在々 を
呈ば・、得しこにつりの 循I
疇 べ競至てて朕 環
直 ［温る三ぱ態- : L 

0 0 

lこ 骰の上十 平 応 て

虞 温 高 つ三均由 温I
］厨 の低て貶 狐 り を

．iこ 重 を 阿以 氏て 平
ーら べ 、ど•2—-4ぎ，っlーニ言ぢ9::* f ＂ グよ9 --- よ＿三一—`―- -戸←—-_:_,

,. 

一叩．畑叩…n匹[-一四一m•-m--丑四｀西ヂ呼

差 こ素応固

関 巽 種 水 こ 於 有

9 1あ‘々こ水けの

ー＇れのを素る温
さ機生こ燃闘l

iもヽ欄手ヵ：燒ち
j全にる各の恨
髄於に空腐温

て由氣めを

生り中応有の

ぜ て の 生 す 温•O 

ら越酸午姶度

る 召 素 る は 応
こも主闘
化のこ ／・［最

合にtせ

しててさ
ヽ

て即組る
‘ 炭ち織所

酸炭 円の
――----叩—―←--~ !l'1.-:’ ..,,.~—m.→ヽ

、'・: ... . ·. ,· .: . . . . •. ． 、一、 ． ，· ， v •, 9. • . < _-9‘  

，＂の
、ロ
徊

度
に
"至
、り ／ ＞ 

lて温i-

は爬
ヽ

殆ぱ

lこ種
＇相 々

• 9平・の
ごヽ」疇1-_.1-

,,. ' 

人
類
は
ぷ
夕
こ
し
も
外
氣

が・ ・
.. J -, 

9'’"…~~疇．”！',"・.り，ll町畑Ifl
• ^‘: • 9、. . ; ,...1,.. 

,•. ::、 璧l統

衣定
‘----~ 

硲理
炉 b
― '・七．

り‘I:
漆汀
喰

温を久

に作l
就宕l
き Uこl
て、悶i
の、 →とデ i、

注韮犀
意 、Uこビ

]]月
唸

一
・‘て

'; . --.. 

第

四

章



亭

→¥ 

類 年麻

綿 繭 是 之 羊 な 衣

ぱのなを毛り服
草事り。剪はこの
綿ぱ み綿す。材
よ 前 探 羊 料

り巻 りの こ
取に て毛 t衣
召陳織にて服

草べ物［グ主の

：ヽ：； ： ； 
黄げ、 羅く る わ

色又 紗且 ｝］ も
の絃 プつの
花陀 ラ柔ぱ

を言 ン軟羊

は子な恙
奇ルり

” 。

の侮
ー心ml直9.. i,lmr,",imli□IIロ一99-

"
9
 

゜

な

り

第

仰

節

~
r
~
~

達

；

｀
＇
：
＇

こ
、
、

‘
~
:

/
,
l
]
,
;
'



今～← ｀ .‘‘ し ッ 入くへ 9-~ ‘ ▲"/ 9/ い̂へ＾→一ーつ～｀一→一ーも、と――^、し/; ‘ •9 - '·~--▼＂ゞ~ベ～； ／＾ 炉•ヽ9い·-·、9•‘●が｀.. .心 ←ふぶ心サや¢t ‘“`＾一｀ ← 9● ¥ 

， ． 

争

き

、

再

び

其

外

皮

を

去

れ

べ
、
し
。
之
を
精
製
｀
し
て
麻
こ
な
ォ

ヽ

以

て

れ

る

な

り

。衣

染

料

の

主

要

な

の

は

盤

な

り

。

誼

は

、

よ
り
作
る
。
藍
ば
、
花
葉
共
爬
歪
罠
飢
た
る
植
物
に
，
し
l

て

、

之

を

刈

り

取

り

て

日

光

に

曝
9

し
、
次
．
ザ、
、
も

宜
の
水
を

l

iPlI
.

i
 

一

―

も

^

-

]

1

、

.

- • 

-

L

I
.I
・'il
l'

、

ー

11

'

!

|

|

i
i|
'[

生
す
屈
れ
圃
ち
藍
↓

又
は
淡
青
色
は
、

近

来

涙

及

反

』

、、

だ

p

.

ヰ マぞ
ヽ

葦

―
―
―
―
―
―
―
―
-
』
-
~
~

，
 

｀
 

俎｝’
坊J

二

節

の



....—o．ク・ ．．． ‘‘ヽ・＂た.. .●,_ .,  

―`' ’-ーら―耀―—•―着；うてーT；
知布不衣＇んせのす却排の
直之可服こさ‘交るつ除もし

困になのこる通こてせの
:1次り 。 材 を べ を き 害 らな II

いき：其料要か、妨はをるれ
綿 最 に t ら く 、 其 捻 ＞さ
布もは 中 る織 き悪双 I I

滋ml毛ヽ 導鶴 戎も目起 ．t全
名 l布き温 にの全すきく｀

は易を 肌 な く こ 氣之
専き外 衣れ閉こは が
＇きも氣 はげ：ちあ逃 開
元1難 のに威衣ら見る＜＊
竺きは導 る服る垢:i・9

も麻き べは＞のにき：
の布易．く常篇衣道は

]に応き 消に吟類な 良
属しも 潔属外にく膚 1

急iす。ての な洗氣蒻t。しよ
］可四犀'懸iIllを',顎9更別、肌9-1，ふIIm1 呵l口』「一ぃ—--讐

,.，， l l"mlIl!’IIJ'隕l19’"‘^!911!l1JJI 9 •IrrrT王Jllllll'1' 」-IIlll叫1--1ITT而lll7.9

l な脆るる の我繰も

I衣りな所染此輪がるの

服だるの料外：出郊芯、あ

はり色油を赤多ご腿る

゜罷 素 即 用 巌 頷 て 色 を

| : ;長:,;: ;は：： 
外 見兒りのて波るり。

1氣 せなし色賓を貸之
に しるがしこに最重に

| [ : : : :: : : : る 法 き を は こ 配 る 謡
＞ 大て乾従文地をは

|を に糧溜末れ冑こ知敷
直 簡々・［高り。す。る千
ぐ 易のて憤

ヒ ー



［一＂ 1 ．91-、一ll, . - ” 一ー び、、・・｀‘― ~̀9

呵［ ” ・ヽら Ill ・ -t. l 

門 •3歪きt宮目t三ii
礫，寝衣餘‘ 氣暖置頭＇
可衣服り 候室＜韻．、
書l＇ぱぱ暖 のにをぱ
］属常衣 雙在良小
ぃ：幾にに りり［鬼

』 。換清過 目て／この
［潔ぐ に厩え時と1I蒲なる・は衣 よ

l 圏らは ・ 急す り
函... はさ宜 に べ 屯
;.,. aるt 衣か和

:|々べか 服ら、を

/g ri : : :0.;.t.i.| 
： ： べて l

心――一―吟，忍，，や． ，L 年、か‘―•だ•：、二 9．紐e.

•3 

.. ~ ¢
9
る
纂
蒻
曇
箋
賃
~

C • 

， 

r-• 

. :.;  

□
[
-
[
4
]

』
,
[
[
]
]
]
`
(
-
―

ロ

庄

計

肘

甘



ー------;— □--l

るせ決煉i寒天内

猥 べ さ し 瓦 得 冷 の 特

科I第 かるて造るの時別'
書l

！ヽ，五 らべ温りな日はの

l節． だ か 地 な り に 日 氣
゜吋 ら 応 る は 光 侯

＇~l 燃 で築こ 之をを闊
:'l料 能く木 を防作醒I くべ造 暖き‘；為・

l ti.・ • f ・: ii 
I l を 1:.t 等のる=• , 0, 

受空応 寒時な

l く氣拘・暖はりl
l るのは を其呵

1 様流ら 自進ちII 妃通主 由入家
ー 作を家 応を屋l

1--_,.. _-,., - ら良屋 襲遮は
一叩岬叫叫ヤi-：サカ）四 rnnff-Tl「--9-"i胃ll99l9l--’"-—•: 

；三澤認略‘翌穿滋恥向翠索窃賓羞9岱忍巧．均如’‘'か？元年かゞ.,.,ヽ均戸 、、たが9•9浴9•,·ク‘へ，＂べが、ー

劣f',残：

に 三、9J"ゾ崎川llI|-息厨！一ー［夏11-----19lll-肌鄭， 9-

り に民し以住 憚
l吾 ゜ ＊ ば な て 所 太 ド
t人 ．石始り。家を古 戸
は のる然屋膊人箪 1科

」！家 類てれとキ民＂膚

屋 を一さなる°ロ
：に，、 以定も‘tが水

i'り；；9 ： : ::、:|' 
：て 屋所をに彼追
c外 を応耕~至のう

.1皐 建落すれ遁て｝ ＇ 

温 築着のぱ｀搬移 ＿ 
一‘t、 すく道土に住 ， l早

|のへ： るこ開窟側~せ 、 17 
＼闘 にこけのなt ノ

餌 至をて内る頃 IE 
lをみ ．，• り得よに天は 、
露~晨 してり、住幕扇 •!-

・マ． や ダ、 口や一戸＇疇三 ‘令ー パ を，甘 lで



：二:]::：□］ー：
る常ゆ故にゆ化人

も月る記はるt..、

のふこ此燃もた

なるこ灰ゆのるタ
り。石も分るはも燃

縛巖少の詣炭の料［

て木き多は素にこl.
植＇炭理きさな／しな l
物のねもるりてが

を類り0 の所扁真も
空は 程のし主のl

氣賓 炭、灰て要り
の植 素分植な植―

流物 はを物る物［
通よ 少残の成又i
あり くす燃分はl
し菱 舞をーね即 植I；；ぇ
き化 つ営た、も誓f

…”“--旧l11·"'“1舅ー、rJ囀llul「fl三＇叩ロー—

； ；ぷ．．．＇，、， ・― •こぶふ、一i.,: •: 

•. ・' .., 

虞

爬

て

燃

や

す

こ

き

は

、

其

燃

ゆ

る

こ

こ

不

充

分

な

る

一

口

炭

化

す

べ

：

ぱ

ば

ば

ば

は

ほ

b
h
hに
属
に
一

,
'
2

、
＾
交
r
、
／

,
ク
,
ク

.
j
,
i
~
夜
魯
｛
｀
｀
喜
9

9

喜
着
,
'
`
`
'
縫
詈
畠
晨
冒

9
9

喜

｀

奏
囀
醤．

讐
言

9

j
i
言
畜
‘宏
’多

~
;
1
_
7
1

置
|
|

一
な
い
。
炭
は
、
太
古
地
球
上
に

f

]

[

二
]
]
]
・
ロ



[f. 

ー一ヽロー触疇ii叩諏直烹虹しirlU日械直i屯J了lgg‘̀i--5:I「l直1'1Uヽ舟籠加節Ifi9[Ì',9↓c ‘9
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